
戸越一丁目地区地区計画区域内における建築基準法第68条の５の５第１項

および第２項に基づく認定に関する基準  （制定平成 14 年 7 月 22 日） 

 

１ 運用方針 

 この基準は、東京都市計画戸越一丁目地区地区計画（平成 14 年品川区告示

第 189 号）の区域のうち地区整備計画が定められた区域において、建築基準

法（昭和 25 年法律第 201 号。以下「法」という。）第 68 条の５の５第１項ま

たは同条第２項に基づく認定を行う場合の基準を定めるものである。 

 

２ 認定適用対象 

地区整備計画において、壁面の位置の制限が定められた道路に面する敷地

において認定の適用を受ける建築計画を対象とし、これ以外の敷地の建築計

画は適用の対象から除く。ただし、法第 68条の５の５第２項に基づく道路斜

線制限の認定は、壁面の位置の制限が適用された道路に面する部分に限る。（あ） 

 

３ 認定基準 

 法第 68 条の５の５第１項または第２項（隣地斜線制限の緩和を除く）の認

定にあたっては、建築計画が地区計画の内容に適合し、かつ次の基準を満た

すことを要件とする。 

(1) 安全上および防火上の措置 

ア 建築物は準耐火建築物または耐火建築物とすること。ただし、準耐火

建築物または耐火建築物と同等の耐火性能を有するものについては、こ

の限りでない。（あ） 

イ こんろその他の火を使用する設備もしくは器具を設ける室（火気使用

室）は、その壁および天井の室内に面する部分の仕上げを不燃材料で行

い、かつ下地を不燃材料で造ること。また、工作物についても主要な部

分を難燃材料以上の材料で造ること。 

(2) 交通上支障がないことへの措置 

ア 駐車・駐輪場を設ける場合は、区域内における避難、消防活動や周辺

道路の交通に支障のない配置および規模とし、道路に面する壁面の位置

の制限として定められた限度の線と道路境界線との間の土地（以下「壁

面後退部分」という。）に突出しないこと。（あ） 

イ 荷物の積み下ろし作業等により交通上支障のおそれのある建築計画の

場合は、荷捌き駐車場を設けること。 

(3) 敷地内に有効な空地を確保するための措置 

ア 壁面後退部分は、段差を生じないよう歩道状に整備すること。また、



壁面後退部分には、歩行者の通行に支障となるものを建築し、築造し、

設置してはならない。 

イ 道路に面する壁面の位置の制限が指定されている道路と指定されてい

ない道路が交わる角敷地において、道路斜線制限の緩和を適用する場合

は、指定されていない道路においても指定されている道路と同じ壁面の

位置の制限があるものとして地区計画の内容に適合させるとともに、上

記アと同様の措置をとること。ただし、道路に面する壁面の位置の制限

が指定されている道路と交わらない道路には適用しない。（あ） 

ウ アおよびイの場合、認定申請書に壁面後退部分の整備計画書および、

将来にわたって適切に維持管理する旨の誓約書を添付すること。 

（４）その他の措置 

  地区整備計画で定められた建築物の高さの最高限度を超えて工作物等を築

造し、設置しないこと。 

 

附則 

  この認定基準は東京都市計画戸越一丁目地区計画の区域内における建築物

の制限に関する条例の施行日（平成１４年７月１５日）から施行する。 

 

附則（あ） 

  この認定基準は令和４年７月８日から施行する。 


